
 
 
 
 

 
           

算 定 基 礎 届 に つ い て 
― 概要と注意するポイント ― 

   

◆算定基礎届とは 

 社会保険料は、被保険者が実際に受けている賃金と既

に決められている標準報酬月額が、大きくかけ離れない

ように、毎年一回、標準報酬月額を決定し直します。こ

れを「定時決定」といい、定時決定を行うために提出す

る届のことを「算定基礎届」といいます。定時決定によ

り、その年の 9 月からの標準報酬月額が改定されます。 

◆算定基礎届の概要 

(1)対象者…7月 1日現在の全被保険者 

(2)提出期間…7月 1日から 7月 10 日 

(3)提出先…年金事務所（健康保険組合、厚生年金基金に

加入している場合はそれぞれの機関にも提出します。

協会けんぽには提出しません。） 

(4)算定方法…4 月、5 月、6 月に支払われた報酬の平均

額を計算します。ただし、報酬の計算基礎となった日

数が 17 日未満の月は計算から除きます。 

◆注意ポイント 

(1)6 月 1 日以降に入社（資格取得）した人、7月、8月、

9 月に随時改定される（予定の）被保険者は対象外と

なり、算定基礎届は提出しません。 

(2)70歳以上の在職者は厚生年金の被保険者ではありま

せんが、対象者については「厚生年金保険 70 歳以上

被用者算定基礎届」を提出します。 

(3)健康保険組合や厚生年金基金、年金事務所によっては

提出時期が指定されていますので、各機関からの案内

をよく確認する必要があります。 

(4)報酬について…賃金、給与、手当等、名称を問わず労

働の対償となるものはすべて対象となりますが、臨時

に支給されるものや年 3 回以下の賞与は対象となりま

せん。 

(5)「賃金等のさかのぼり支給があった」「休職や育児休

業があった」「4～6月の平均額ではなく過去1年間（前

年 7 月～当年 6 月）の平均額を採用する」等々、通常

とは異なる方法で算定基礎届を計算・作成する例外が

多くあります。 

 その他、詳しくは年金事務所や社会保険労務士にお

問い合わせ下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボランティア活動中の事故 
―労災保険給付との関係― 

 

◆業務災害について 

 業務災害とは、業務が原因となった災害ということで

あり、労働者の業務上の負傷、疾病、障害又は死亡をい

います。また、業務と傷病等との間に一定の因果関係が

あることをいいます。この業務災害に対する保険給付

（労災保険給付）は、労働者が労働関係のもとにあった

場合に起きた災害でなければなりません。これらをまと

めると、労働者が次のような状態のときに起きた災害と

なります。 

(1)事業主の支配・管理下で業務に従事している場合。 

・所定労働時間内や残業時間内に事業場内において業務 
に従事している場合が該当します。 

(2)事業主の支配・管理下にあるが、業務に従事していな

い場合 

・休憩時間や終業後に事業場施設内で休憩している場合 

(3)事業主の支配下にあるが、管理下を離れて業務に従事

している場合。 

・出張や社用での事業場施設外で業務に従事している場合 

◆ボランティア活動中の災害 

 ボランティア活動は、本来個人の自由意思に基づくも

のですから、通常はその活動中の怪我等は労働災害とは

無関係だということになりますが、会社が業務命令でボ

ランティア活動を社員に課した場合（例えば、年 1回会

社所在地の地域住民とともに町内を清掃するなど。）の

事故は、業務災害が認められる可能性が高いと考えられ

ます。 

 しかし、会社が参加を強制せず、その活動について特

段の指示も出さず、活動を奨励（ボランティア休暇、交

通費の支給、宿泊先の提供等）する程度であって、有志

のみが参加し、自主的に活動している場合に社員が負傷

しても「業務と因果関係があった」とは認められず、し

たがって労災補償の対象にならないと考えられます。 

◆ボランティア活動を奨励する上での留意点 

 会社としては、ボランティア活動中の事故に関して、

全国社会福祉協議会等が扱っている「ボランティア活動

保険」の利用を検討するととともに、ボランティア活動

に関する就業規則を見直し、整備する必要があります。 

 

《
声
》 

 

『
接
客
の
バ
ラ
ン
ス
』 

 
 

 

お
客
様
が
入
店
し
た
際
に

間
の
抜
け
た
『
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
せ
』
と
い
う
言
葉
や
せ
わ
し

な
い
態
度
の
店
員
の
商
品
説

明
は
、
お
客
様
の
購
買
意
欲
を

低
下
さ
せ
、
再
来
店
す
る
可
能

性
を
低
下
さ
せ
て
し
ま
い
ま

す
。 

 

「
ご
来
店
い
た
だ
き
ま
し

て
、
感
謝
致
し
ま
す
！
」
と
い

う
表
情
・
言
葉
・
動
作
で
の
接

客
は
お
客
様
に
喜
び
を
与
え
、

店
内
に
活
気
と
魅
力
を
生
み

ま
す
。
そ
の
接
客
態
度
が
買
う

こ
と
を
迷
っ
て
い
る
お
客
様

の
再
来
店
に
結
び
つ
く
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

 

「
売
る
側
」
と
「
買
う
側
」

が
自
然
に
呼
吸
で
き
る
よ
う

な
バ
ラ
ン
ス
が
接
客
サ
ー
ビ

ス
に
求
め
ら
れ
ま
す
。 

 

業
種
や
店
舗
構
造
に
よ
り

違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
接
客
サ

ー
ビ
ス
に
共
通
し
て
い
る
こ

と
は
「
お
客
様
の
立
場
に
立
っ

て
考
え
る
こ
と
」
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？ 

 
 

 社会保険労務士 福島祐一郎事務所 
東京都港区元赤坂 1-7-10 

グランドメゾン元赤坂 904 

TEL 03(5770)4135 FAX 03(5770)4136 

E-ｍａｉｌ : yuichi@fukushima-silc.com 

月刊 ２０１２年７月号 
 


